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成果の概要 

髙取 伸光 

 

2023 年 9 月 20 日～22 日の 3 日間にかけて、独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財

研究所にて国際会議 SWBSS ASIA 2023 (Salt Weathering of Buildings and Stone Sculptures 

ASIA 2023)を開催した。 

SWBSS は、2008 年に始まった「Salt Weathering of Buildings and Stone Sculptures」に関

する一連の会議であり、これまでコペンハーゲン（2008 年）、リマソール（2011 年）、ブリ

ュッセル（2014 年）、ポツダム（2017 年）、デルフト（2021 年）など主に欧州にて開催され

てきた。この会議の目的は、保存修復家、技術者、建築家、学者、学生、経験豊かな研究者

が一堂に会し、多孔質材料の塩類風化の分野における研究や開発の促進に貢献することで

ある。アジア諸国で開催される会議シリーズとして SWBSS ASIA の構想が 2017 年にポツ

ダムで提案され、その最初の会議である SWBSS ASIA 2023 が 2021 年にデルフトで開催さ

れることが発表され、今回の会議の開催につながったという経緯である。本会議は当初対面

での開催を予定していた。ただし、近年の COVID-19 に伴う世界情勢の影響により、渡航

や直接参加に制約を受ける国があることから、原則対面での参加とするもののオンライン

での発表、公聴が可能なハイブリット形式での開催とした。最終的には 9 か国から合計 53

名の参加者が集い、大変盛況な会議となった。参加者の内訳は、日本 17 名、中国 18 名、

ドイツ 6 名、ベルギー 3 名、シンガポール 2 名、オーストラリア 2 名、イタリア 2 名、

アメリカ 2 名、デンマーク 1 名であった。 

9 月 20 日は奈良文化財研究所所長の本中眞氏および奈良県の森井順之氏による開会の挨

拶に引き続き、ハンブルク大学の Michael Steiger 教授により”Soluble salts in building 

materials: From sampling to interpretation”という演題で 50 分の基調講演が行われた。その

後、会議参加者による 20 分の口頭発表が計 14 件行われ、活発な議論が行われた。9 月 21

日は前日に引き続き約 2 時間のポスターセッションが行われた。ポスターセッションでは

11 件の発表があり、活発な議論が行われた。また、午後からはエクスカーションを実施し、

我が国の伝統的な文化財建造物である聖徳宗総本山 法隆寺ならびに装潢文化財の修復作

業現場を見ることのできるなら歴史芸術文化村の見学を行った。エクスカーションの参加

者は 28 名であった。その後、研究者間の親睦を深めるため、カフェ・葉風泰夢 （奈良県奈

良市）にてバンケットが行われた。9 月 22 日は上海大学の Luo Hongjie 教授により”The 

migration and crystallization behavior of salt solution in traditional inorganic porous materials”

という演題で 50 分の基調講演が行われた。続いて、会議参加者による 20 分の口頭発表が

計 13 件行われ、活発な議論が行われた。その後、閉会の挨拶が行われ、2027 年に Luo Hongjie

教授の所属する上海大学にて次回の SWBSS ASIA が開催されることが発表された。本会議

において提出されたプロシーディングスは合計 38 件であり、”Proceedings of SWBSS ASIA 



2023”というタイトルで出版を行い、会議参加者には製本版が配布された。本書籍の ISBN

は 978-4-600-01329-5 である。今回の会議で発表された研究のテーマは、複合塩による劣

化挙動の予測や塩の結晶化に伴う多孔質材料の耐久性予測、多孔質材料中における塩溶液

の移動性状の把握など、理論あるいは実験に基づいた研究や、各国の文化財建造物における

塩類風化事例の紹介といった各国の環境条件に合わせた事例紹介や、環境制御や脱塩による

塩類風化の抑制方法に関する研究など、幅広い分野にわたる研究成果発表が行われた。 

COVID-19 の影響によりここ数年国際的な人の往来が制限されていた中、本会議を概ね

対面で実施できたこと、また欧州による開催が中心的であった本会議をアジアにて初めて

開催できたことは特筆に値するものと考えられる。対面ならではの密な議論ができたこと

は言わずもがな、コーヒーブレークやランチブレーク、バンケットなどリラックスした場を

提供したことで、参加者間の交流が深まったものと考えられる。今回の国際会議はこれらの

活動を通じて、塩類風化研究のさらなる発展と、アジア各国を中心とした国際的なコミュニ

ティの形成につながったものと考えられ、本会議の目的は十二分に達成できたものと考え

られる。 

 


